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論 文 の 内 容 の 要 旨

植物病原細菌必読醐属細菌の多くは､互いに相同性が非常に高いの卿遺伝

子ファミリーを持つ｡本遺伝子ファミリーの大多数は､品種特異的抵抗性反応を誘導する

ものであるが､カンキツかいよう病菌肋叩おⅣ励では､この遺伝子ファ

ミリーは､病徴発現(かいよう形成)に直接かかわる｡本遺伝子ファミリーは､遺伝子中

央部の15～30個からなるタンデムな繰り返し配列部､ロイシンリッチ領域､核移行性

配列加j)､酸アクティベーションドメインを持つことで共通している｡即ち､僅かな配

列の違いが､発病と抵抗性という相反する反応を引き起こしたり､宿主特異性をあらわし

たりする｡そこで､本論文では､この選択性がどの部分の違いによるのかを明らかにする

ため､イネ白菜枯れ病菌の品種特異的抵抗性反応を司るのわ払7及びのわ私用遺伝子､カン

キツかいよう病菌の病原性を司る叫1及びそのホモログでありながら､病原性を示さない

叫2遺伝子を材料にして､各ドメイン断片を貼り合わせた16種のキメラ遺伝子を作成し､

これらのキメラ遺伝子を釧彪打御免劇を持たないイネ自棄枯れ病菌及び画Jを持たない

カンキツかいよう病菌の病原性欠損変異株に形質転換した｡これらの形質転換体を､のわ払7

の遺伝子対遺伝子説でカウンターパートとなる抵抗性遺伝子J払7､の九払Jβのカウンターパ

ートとなる抵抗性遺伝子J払J〃をそれぞれ持つアイソジーニックなイネ品種に接種して､抵

抗性誘導の有無､病原性発現について調べる実験､2)カンキツ(ナツダイダイ)の葉に

接種して､かいよう形成の有無､そめ他の病徴発現の有無､抵抗性反応の誘導の有無につ

いて調べる実験を行った｡その結果､上記ドメインの繰り返し配列部が宿主特異的抵抗性

反応誘導の主要な役割を果たしているが､ロイシンリッチ額域もこの宿主特異性に関与す



ることを明らかにした｡また､この額域付近には､カンキツにおけるかいよう形成に重要

な働きを持つ新たなドメインが存在することを明らかにし､宿主特異性決定機構に重要な

示唆を与えた｡

次に､カンキツかいよう病菌がかいようを形成する際に､病斑部では細月朗巴大､細胞異

常分裂が見られていたが､これは､動物におけるがん化反応として類似するものではない

かと考えた｡そこで､病徴発現とともにテロメラーゼの活性を測定してみると､本酵素の

活性が顕著に上昇することを見いだしている｡この発見は､テロメラーゼがかいよう形成

において重要な働きを持つことを示唆するものとして､大変注目される｡

審 査 結 果 の 要 旨

本学位論文は､埴物病原細菌である助〝肪0椚0〝α∫属細菌の病原性関連遺伝子

について､詳細に解析したものである｡特に､これらの細菌の多くが共通して

持つαV肋神助d遺伝子ファミリーについて､これらの遺伝子が互いに非常に高

い相同性を示すにもかかわらず､病原細菌と植物の組み合わせによって､発病･

抵抗性誘導という全く相反する反応を示すことに着目している｡この謎を解く

ために､本論文では､カンキツかいよう病菌Ⅹαズ0乃甲0ゐpv.c血の発病遺伝子

呼JJ伊仙ノと､これに高い相同性を示しながら弱或は非発病遺伝子(呼JZ呼臼)

と､イネ白菜枯病菌且0叩epV.0り甘αeの品種特異的抵抗性反応を司るαVJ助7

及びα肋ノβ遺伝子との間で種々キメラ遺伝子を作成した｡この作成にあたって

は､これらの遺伝子に共通した四つの機能ドメイン｢15～30連なる1.02

塩基のタンデムな繰り返し配列部､ロイシンリッチ領域､核移行性配列(NLS)､

酸性アクティベーションドメイン(AAD)｣の機能確認､宿主選択性､抵抗性誘導

能､発病能などの機能を発揮する際の特異性決定に果たす役割の解析､さらに

は､これら以外の未知ドメインの発見を狙うものであった｡作成した多数のキ

メラ遺伝子を､カンキツかいよう病菌では､かいよう形成を喪失した病原性欠

損変異株に､d岬〃l九払J〃遺伝子を持たないイネ自棄枯病菌に､それぞれ形質

転換し､これらの形質転換体を前者の宿主カンキツ(ナツダイダイ)と､後者

の宿主であるαl〝助乙αW助Jβにそれぞれ対応した抵抗性遺伝子助7或は助ノβ

を持つニアアイソジニックラインのイネ品種に接種し､それぞれの場合の発病

と抵抗性誘導について､詳細な解析を行っている｡その結果､上記繰り返し配

列がイネ品種における抵抗性誘導の特異性決定に重要な発見をしていることを

見事に示した｡また､この品種特異性決定及びかいよう形成(発病力)には､

ロイシンリッチ領域付近に新たな重要ドメインが存在することを発見し七いる｡

また､カンキツかいよう症状を呈するにあたって､一般に擢病部の組織が細胞



肥大と異常分裂が見られることを一種の｢がん化｣反応と捉えて､テロメラー

ゼの活性が上昇することを発見し､テロメラーゼのかいよう形成への役割につ

いても重要な発見をしている｡以上のことより､審査委員全員一致で本論文が

岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論分として十分価値のあるものと認めた｡
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